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はじめに
　筆者が2014年に発表した論文「学習指導要領音楽の〔共通事項〕についての一考察〈前編〉
～音楽を形づくっている要素と修辞学の関連性～」では、対位法や和声は作曲理論であるが、
音楽修辞はそれらに表現方法が伴っていることを検証した。2015年の同論文の後編において
は、音楽修辞であるフィグーラを用い、中学校歌唱共通教材全7曲の修辞学的音楽解釈を考察
した。考察の結果、修辞学的音楽解釈は、楽曲に対しての表現イメージがかなり明瞭なヴィ
ジョンとして浮き上がり、児童・生徒の多様な感性に対応でき、個々の音楽表現に結び付けて
いくことのできる重要な音楽的要素となることが検証できた。
　また、筆者の2016年に発表した論文「修辞学的音楽解釈を取り入れた小学校・中学校にお
ける歌唱授業の研究」においては、実際に小・中学校の音楽の歌唱領域の授業において、フィ
グーラを基にした歌唱指導を実践することによる、児童と生徒の歌唱表現の効果を検証した。
アンケート調査において、小学校ではいつもの授業よりも良く歌えたと答えた割合は86．5％で、
幼小接続期における
修辞学的音楽解釈を取り入れた歌唱研究
The song study that adopted rhetoric music interpretation in the connection period of
an infant and the elementary school lower grades
It was with the vision that an expression image was considerably clear, and, in article “One 
consideration about the common matter of the course of study of the music-An element and the 
rhetoric association that from music which I announced in 2014 and 2015” the rhetoric music 
interpretation was able to inspect that it was the musical element which was important to the 
music expression of the student.
I inspect the vocalism that took in rhetoric music interpretation by figura how a leader 
should sing a song for an infant and the child of the elementary school lower grades for the 
students of a preschool teacher training school and the primary school teacher training course 
based on a past study in this report and consider the point of the song.
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中学校では95％と高いポイントを示した。
　本稿ではこれらの研究を基に、将来保育者や初等教育の指導者になる保育者養成課程や初等
教育養成課程の学生を対象に、幼小接続期である、音程が取れるようになり表現の基盤となる
幼児期の終わりから、曲想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりについて気付くことが求めら
れる1）児童期の初めの小学校低学年の児童に対し、指導者がどのように歌を歌えばよいか、ど
のように模範唱すればよいか、フィグーラによる修辞学的音楽解釈を取り入れた歌唱法を検証
し、歌唱のポイントを考察する。
1．研究方法
　幼児教育の現場で歌われている楽曲と、小学校1、2年生の教科書に載っている楽曲の共通
した楽曲より「シャボン玉」「たなばたさま」「とんぼのめがね」「おしょうがつ」「アイアイ」
「さんぽ」を選び、小学校第1学年の歌唱共通教材の中から「ひらいたひらいた」、第2学年の
歌唱共通教材の中から「かくれんぼ」を取り上げる。
　以上の8つの楽曲にフィグーラによる楽曲アナリーゼを行い、その解釈を基に歌唱ポイント
を考察する。
2．修辞学的音楽解釈
　全8曲から出現したフィグーラと、それぞれのフィグーラの意味を示す2）。
＜形象模写のフィグーラ＞
・hypotyposis（ヒポティポシス）＝言葉や詩的イメージを音で描いたり、音響の絵画的性質を
強調。音の動きを用いて音の形象描写を行う。
・circulatio（チルクラーツィオ）＝円弧または正弦波を描く音の動き。結論に達しない気持ち、
思いを巡らす。合わせると円になる形は、完全性、永遠性を表す。
・anabasis（アナバシス）＝上行音型。歌詞の意味に合わせたパッセージの上行。希望、明るさ、
強さ、外向性、喜び、集中、ポジティヴ。
・catabasis（カタバシス）＝下行音型。歌詞の意味に合わせたパッセージの下行。絶望、苦し
み、弱さ、内向性、悲しみ、否定、死、ネガティヴ。
・chiasmus（キアスムス）＝交差する音の動き。内的な心の揺れ、心臓の鼓動。
＜音程のフィグーラ＞
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・amare（アマーレ）＝3度音程または4度音程が1度音程に集約。愛情。
・exclamatio（エクスクラマツィオ）＝3度以上の上行または下行の跳躍進行。感嘆の感情を表
す。6度は「ロマン6度」、ロマンティックな感情移入。憧れ、希望を表す。7度は焦がれる
気持ち、満たされない気持ち。
＜旋律反復のフィグーラ＞
・palillogia（パリロジア）＝ある旋律を同じ声部で同じ高さでそのまま反復。同高反復。強調
法。気持ちの高まり。
・climax（クリマックス）＝ある旋律を同じ声部で2度や3度高く反復。強調法。感情が次第
に高まっていく様子。
・synonymia（シノニミア）＝ある旋律を同じ声部で音高を変えて反復。類義反復。楽想に変化
を加えて反復するもの。高揚感、生き生きと感じる。
・epanados（エパナドス）＝同じ歌詞を何度も繰り返す。高揚感。
＜休止によるフィグーラ＞
・suspiratio（ススピラツィオ）＝歌詞の内容を描写するためによく用いられるフィグーラで、
幾つもの休止符で旋律を分断するもの。溜息、喘ぎ、驚き、恐れ、戸惑い、焦がれる思い。
・pausa（パウサ）＝楽曲中の休止。休符の前は疑問を投げかけ、後はその疑問に答える。
＜その他のフィグーラ＞
・kyclosis（キクロシス）＝同音の持続、タイ。不動、永遠、平和、静寂。
・syncopatio（シンコパツィオ）＝切分音、シンコペーション。わだかまる気分を募らせる。不
安感。
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「シャボン玉」
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・hypotyposis　　・synonymia　　・anabasis　　・amare　　・pausa　　・suspiratio
・exclamatio　　・catabasis　　・circulatio
【歌唱ポイントの考察】
①　楽曲全体に音高の変化が見られ、ゆらゆらと揺れながら飛んでいるシャボン玉を表してお
り、シャボン玉を形象模写したhypotyposisである。シャボン玉が飛んでいる様子を思い浮か
べながら歌う。
②　1～8小節目まで2小節単位で音高を変えて反復するsynonymiaが見られ、楽想に変化を
加えて反復しており、シャボン玉を飛ばして遊んでいる高揚感や生き生きとした感じが表れて
いる。
③　1、2小節目にかけて上行音形であるanabasisで、シャボン玉が飛んだ喜びを表している。
2小節目の「E‐G‐G」、6小節目の「D‐G‐G」、8小節目の「E‐D‐C」、10小節目の「C‐A
‐G」、12小節目の「E‐D‐C」の音型は、3度音程または4度音程が1度音程に集約する
amareで、2小節目の「とんだ」、6小節目の「とんで」、8小節目の「きえた」、10小節目の
「ふくな」、12小節目の「とばそ」の歌詞に、それぞれ愛情を込めて歌いあげる。
④　2、6小節目の最後に八分休符は、休符の前は疑問を投げかけ、後はその疑問に答える
pausaであるといえる。「シャボンだまとんだ」の後の八分休符は「どこにとんだの？」という
疑問を投げかけ、「やねまでとんだ」と疑問に答えている。更に「やねまでとんで」の後の八
分休符のpausaは、「やねまでとんで、どうなったの？」という問いかけに対し、「こわれてき
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えた」と答えている。
⑤　4、8、10、12小節の最後の八分休符はsuspiratioで、休符の前の歌詞に対して焦がれる
思いを込めて表現する。
⑥　8小節目は下行音型であるcatabasisが見られ、「きえた」の歌詞に対し、ちょっとした悲
しみを込めて歌う。
⑦　3小節目、8小節目から9小節目にかけて、3度以上の上行または下行の跳躍進行でexcl
amatioが見られ、喜びの感情を表わして歌う。
⑧　11小節目は上行音形であるanabasisで、シャボン玉遊びをしている喜びを表している。
⑨　最後の2小節は、円弧または正弦波を描く音の動きであるcirculatioが見られ、「シャボン
玉とばそ」の歌詞に思いを巡らせて歌い終わる。
「たなばたさま」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・exclamatio　　・anabasis　　・suspiratio　　・amare　　・circulatio
【歌唱ポイントの考察】
①　1～2小節目、5～7小節目、9～ 10小節目は、3度以上の上行または下行の跳躍進行
でexclamatioが見られ、喜びの感情を表している。
②　2～3小節目にかけて上行音形であるanabasisで、更なる喜びを表して歌う。
③　4、8、12、16小節目の四分休符は、休止符で旋律を分断するsuspiratioが見られ、四分
休符の前の歌詞に対し、焦がれる思いを込めて歌う。
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④　7～8小節目の「F‐A‐G」、11 ～ 12小節目の「G‐F‐D」、15 ～ 16小節目の「G‐A‐F」
の音型は、3度音程または4度音程が1度音程に集約するamareが見られ、1番の歌詞では
「ゆれる」、「きらきら」、「すなご」の歌詞に愛情を込めて歌う。
⑤　13 ～ 16小節目にかけて、円弧または正弦波を描く音の動きであるcirculatioが見られ、最
後の歌詞に「たなばた」の思いを巡らせながら歌う。また13、14小節目の下向きの円弧と14、
15、16小節目の上向きの円弧は、上下合わせると円になる形をしており、永遠性が意味付けさ
れる。「たなばた」が永遠に迎えられるように平和でありたいという願いを込めながら歌い終
わる。
「とんぼのめがね」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・hypotyposis　　・pausa　　・suspiratio　　・anabasis　　・amare　　・kyclosis
【歌唱ポイントの考察】
①　楽曲全体は、どんぼが飛んでいる形象模写のフィグーラhypotyposisと見ることができる。
どんぼの飛び方は、飛行していると思ったら突然ホバリングのように羽を動かしながら空中で
静止したりするのが特徴である。1～4小節目の音の動き「C‐E‐D‐C‐D‐E‐G‐A‐G」は、
とんぼがホバリングして空中を静止しながら飛んでいる様子を表している。5小節目から最後
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の小節は、とんぼが高低をつけながら気持ちよく大空を飛んでいる様子を表している。
②　4小節目の八分休符は、休符の前は疑問を投げかけ、後はその疑問に答えるpausaである。
例えば1番の歌詞を見てみると、「とんぼのめがねはみずいろめがね」の後に八分休符があり、
この休符の前には「どうしてみずいろめがねなんだろう？」の問いかけが隠れており、休符の
後は「あおいおそらをとんだから」と答えている。2、3番の歌詞も同様である。
③　8、12小節目の四分休符はsuspiratioで、「とんぼのように気持ちよく大空を飛びたいな」
というように、休符の前の歌詞に対し焦がれる思いを込めて歌う。
④　9～ 10小節目は上行音形であるanabasisで、喜びを表している。
⑤　10 ～ 11小節目の「A‐G‐C」は、3度または4度音程が1度音程に集約するamareが見ら
れ、最後の「だから」の歌詞に愛情を込めて歌う。
⑥　最後の2小節は同音の持続のkyclosisで、とんぼの飛んでいる様子が安心して見られる平
和な世界が永遠に続きますようにという、「平和」や「永遠」を思いながら歌い終わる。
「おしょうがつ」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・synonymia　　・anabasis　　・amare　　・suspiratio　　・climax　　・circulatio
【歌唱ポイントの考察】
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①　1～4小節目と9～ 12小節目は、音高を変えて反復するsynonymiaが見られ、楽想に変化
を加えて反復しており、お正月を迎える高揚感を表している。
②　1～2小節目の「F‐G‐A‐C」、3～4小節目の「F‐G‐A」、9～ 10小節目の「F‐G‐A
‐C」は上行音形であるanabasisで、「もういくつ寝るとお正月なんだろう、お正月、はやく来
てほしいな」といったお正月を迎える喜びを表している。
③　4、6、8、12小節目の最後の四分休符は、休止符で旋律を分断するsuspiratioが見られ、
四分休符の前の歌詞に対し、焦がれる思いを込めて歌う。
④　5～6小節目と7～8小節目には、2小節単位で2度や3度高く反復するclimaxが見られ、
たくさんの遊びをして感情が次第に高まっていく様子を表している。また同様に2小節単位で
円弧または正弦波を描く音の動きであるcirculatioが見られ、たくさんの遊びを歌っている歌
詞に対し思いを巡らせながら歌う。
⑤　2小節目の「A‐C‐A」、3～4小節目の「F‐G‐A」、6小節目の「F‐G‐A」、8小節目
の「G‐A‐C」、11 ～ 12小節目の「A‐G‐F」の音型は、3度音程が1度音程に集約するamare
が見られ、それぞれの歌詞に対し愛情を込めて歌う。
「アイアイ」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
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【出現フィグーラ】
・exclamatio　　・pausa　　・syncopatio　　・chiasmus　　・amare　　・suspiratio
・anabasis　　・synonymia
【歌唱ポイントの考察】
①　1小節目の「G‐E」、2小節目の「F‐D」、2～3小節目の「D‐G」、5小節目の「G‐E」、
5～6小節目の「E‐C」、6小節目の「C‐A」、9～ 10小節目の「C‐G」、13小節目の「G‐
E」、14小節目の「F‐D」、14 ～ 15小節目の「D‐G」、15 ～ 16小節目の「H‐G‐C」は3度以
上の上行または下行の跳躍進行でexclamatioが見られ、これらの箇所では喜びの感情を表して
歌う。
②　2、6、10、14小節目の最後の八分休符は、休符の前は疑問を投げかけ、後はその疑問に
答えるpausaであり、「アイアイ、それは何？」の答えが休符の後に歌われている。
③　3、7、11、15小節目では、シンコペーションのフィグーラであるsyncopatioが見られ、
2、6、10、14小節目の最後の八分休符のpausaの答えに、ちょっとした驚きを意味づけてい
る。
④　3～4小節目と7～8小節目は、交差する音の動きのchiasmusが見られ、心臓の鼓動を意
味し、ワクワクしながら歌う。
⑤　3～4小節目の「C‐E‐G」、7～8小節目「A‐H‐C」、11 ～ 12小節目の「H‐C‐D」、
15 ～ 16小節目の「H‐G‐C」の音型は、3度または4度音程が1度音程に集約するamareが見
られ、それぞれの歌詞に対して愛情を込めて歌う。
⑥　4、8、12小節目の最後の四分休符は、休止符で旋律を分断するsuspiratioが見られ、四
分休符の前の歌詞に対し、焦がれる思いを込めて歌う。
⑦　11 ～ 12小節目は上行音形であるanabasisが見られ、喜びや明るさを感じながら歌う。
⑧　1～4小節目、5～8小節目、13 ～ 16小節目は、音高を変えて反復するsynonymiaが見ら
れ、楽想に変化を加えて反復しており、高揚感を感じ生き生きと歌う。
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「さんぽ」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・epanados　　・exclamatiob　　・anabasis　　・suspiratio　　・amare　　・synonymia
・catabasis　　・palillogia　　・kyclosis
【歌唱ポイントの考察】
①　1、2小節目は、同じ歌詞を繰り返しておりepanadosが見られ、高揚感を感じて歌う。
②　1小節目の「あるこう」、3小節目の「わたしは」、5小節目の「くのだい」、7小節目の
「どんいこ」、13小節目の「いっぽんばし」、17小節目の「のすくぐっ」、21、25小節目の「だち
たくさ」は、それぞれ3度以上の上行または下行の跳躍進行でexclamatioが見られ、これらの
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箇所では喜びの感情を表して歌う。
③　1、3小節目、18小節目の4拍目から20小節にかけて、22小節目の4拍目から24小節にか
けて、26小節目の4拍目から28小節にかけて、それぞれ上行音形であるanabasisが見られ、
「あるこう」、「わたし」、「くだりみち」、「うれしいな」の歌詞に対して喜びを表して歌う。
④　3、4、6、8、12、16、20、24小節目に見られる休符はsuspiratioで、歌詞に対し焦が
れる思いを込めて歌う。
⑤　3～4小節目の「H‐A‐G」、5～6小節目の「H‐A‐G」、7～8小節目の「D‐E‐C」、
11 ～ 12小節目の「F‐D‐E」の音型は、3度または4度音程が1度音程に集約するamareが見
られ、3～4小節目の「げんき」、5～6小節目の「だいすき」、7～8小節目の「いこう」、
11 ～ 12小節目の「っぱら」の、それぞれの歌詞に対して愛情を込めて歌う。
⑥　9～ 10小節目は音高を変えて反復するsynonymiaが見られ、高揚感を感じて歌う。
⑦　15 ～ 16小節目は下行音型であるcatabasisが見られ、歌詞に対し、ちょっとした悲しみを
込めて歌う。
⑧　21 ～ 24小節目と25 ～ 29小節目は、同じ音型でそのまま反復しているpalillogiaが見られ、
気持ちの高まりを表して歌う。
⑨　28 ～ 29小節目は、同音の持続のフィグーラであるkyclosisが見られ、「友達がたくさんい
るうれしさがいつまでも続く世界であってほしい」という、永遠性や平和に対する思いをを込
めながら、しっかりと音を伸ばし歌い終わる。
「ひらいた　ひらいた」
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・synonymia　　・amare　　・pausa　　・exclamatio　　・catabasis　　・anabasis
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【歌唱ポイントの考察】
①　1～2、3～4、5～6小節目は2小節単位で音高を変えて反復するsynonymiaが見られ、
段々と高揚感を表して歌う。
②　2、4、6小節目の「A‐G‐E」の音型は、4度音程が1度音程に集約するamareが見ら
れ、「ひらいた」の歌詞に対して愛情を込めて歌う。
③　2、4、6小節目の最後の八分休符は、休符の前は疑問を投げかけ、後はその疑問に答え
るpausaであり、「ひらいたひらいた」八分休符「なんのはながひらいた」八分休符「れんげの
はながひらいた」八分休符「ひらいたとおもったらいつのまにかつぼんだ」と、八分休符を挟
んで問いかけに対しての答えになっている。
④　9小節目では、「H‐D‐H」の3度上行の跳躍進行でexclamatioが見られ、ここでは喜びの
感情を表して歌う。
⑤　10 ～ 11小節目では下行音型であるcatabasisが見られ、「つぼんだ」の歌詞に対し、ちょっ
とした悲しみを込めて歌うが、11 ～ 12小節目では上行音形であるanabasisとなり、希望、明
るさや喜びが意味付けされ歌い終わる。
「かくれんぼ」　日本音楽著作権協会（出）許諾第1810712‐801号
【フィグーラによる楽曲アナリーゼ】
【出現フィグーラ】
・synonymia　　・amare　　・pausa　　　・palillogia
【歌唱ポイントの考察】
①　1～4小節目と5～8小節目は、4小節単位で音高を変えて反復するsynonymiaが見られ、
楽想に変化を加えて反復しており、高揚感を感じ生き生きと歌う。
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②　3～4小節目の「E‐A‐A」、7～8小節目の「G‐E‐D」、9～ 10、11 ～ 12、13 ～ 14、
15 ～ 16小節目の「G‐H‐A」の音型は、3度または4度音程が1度音程に集約するamareが見
られ、「よっといで」「あいこでしょ」「もういいかい」「まあだだよ」「もういいかい」「もうい
いよ」の、それぞれの歌詞に対して愛情を込めて歌う。
③　10、14小節目の四分休符は、それぞれ休符を挟んで「もういいかい？」の質問に対する答
えが「まあだだよ」、「もういいよ」になっており、pausaのフィグーラである。
④　9～ 10と11 ～ 12小節目、13 ～ 14と15 ～ 16小節目は、同じ音型でそのまま反復している
palillogiaが見られ、気持ちの高まりを表して歌う。
おわりに
　幼小接続期の指導者における歌唱ポイントについて、8つの楽曲を取り上げフィグーラによ
る楽曲アナリーゼを基に考察してきた。修辞学的音楽解釈をすることにより、それぞれの楽曲
に対しての表現イメージがかなり明瞭なヴィジョンとして浮き上がってきたのではないか。曲
想と歌詞の表す情景や気持ちとの関わりについて気付くことが求められる幼小接続期に、指導
者が幼児、児童を前にして、どのように楽曲を歌えばよいか、どのように歌唱表現すればよい
か、修辞学的音楽解釈による本研究で歌唱表現の根拠が明確にすることが検証できたのではな
いかと考える。
　今後は、保育者養成課程や初等教育養成課程の学生、現役の保育者や小学校の低学年担当の
指導者に対し、修辞学的楽曲解釈を周知し歌唱実践を行い、アンケートやインタビューを基に
その効果を検証する必要がある。
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